
 

（第２号様式）   
令和４年４月 28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜緑園高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の資質・能
力を向上させる
ため、ICT を活用
した組織的授業
改 善 に 取 り 組
む。 

 
 
②新学習指導要領
に対応した教育
課程を編成し、
大学進学等の進
路希望を実現さ
せる学習指導を
充実させる。 

①ICT 活用能力のさ
らなる向上を目指
し OJT や公開研究
授業を組織的に実
施する。一人一台
端末の活用を進め
ながら校内 ICT 環
境を整備する。 

②新学習指導要領の
実施に伴い、教育
課程編成上の課題
を見出して対応を
検討していく。 

①これまでに積み上
げた ICT 活用方法
を土台に、幅広い
活用ができるよう
ソフト・ハードの
両面で ICT 環境の
整備をする。 

 
②新学習指導要領の
教育課程を展開す
る中で、課題を整
理し、適切な方法
を検討し即時に対
応できたか。 

①教員の ICT 活用
拡充に向けて、
その手立てを組
織的に検討する
ことができた
か。 
 
 

②見出した課題に
ついて、当該教
科や関連グルー
プと連携して適
切な対応がとれ
たか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

① 規 範 意 識 を 高
め、校内だけで
なく地域社会に
おいても責任あ
る行動がとれる
ようにする。 

 
②組織的な教育相
談 体 制 を 構 築
し、生徒一人ひ
とりに応じた支
援を行う。 

 
③学校行事や生徒
会活動等に対す
る生徒の主体的
な取組を促し、
自己肯定感と他
者を尊重し協働
す る 態 度 を 養
う。 

④部活動の活性化
を通じて、挑戦
する気持ちを高
め、豊かな人間
性や社会性の涵
養につなげる。 

①生徒の規範意識を
高めるとともに、
生徒自身が規範意
識に結びついた行
動がとれるよう保
護者等と連携しな
がら取り組む。 

②日常的に生徒情報
を共有するととも
に、支援が必要な
生徒に対し外部資
源を積極的に活用
する。 

③生徒主体の学校行
事・部活動運営を
支援しリーダーシ
ップを育成する。 

 
 
 
 
④部活動加入率、継
続率の向上を目指
し、部活動の活性
化を図る。 

①遅刻指導では遅刻
の原因、改善のた
めの方策を生徒と
一緒に考え、遅刻
が改善されるよう
指導を行う。 

 
②SC、各年次の教育
相談担当で情報共
有を行い、支援が
必要な生徒には、
外部資源の活用を
含めて対応する。 

③生徒が主体的に学
校行事に参加し活
気ある活動ができ
るよう支援する。 

 
 
 
 
④生徒会役員や部活
動加入生徒と連携
をし、加入率向上
や活性化に向けた
取り組みを支援す
る。 

①遅刻を繰り返す
生徒が自らの行
動を振り、行動
を改善すること
ができたか。 

 
 
②情報共有の中か
ら支援が必要な
生徒を早期に発
見し、SC・SSW
や外部資源に活
用ができたか。 

③委員会や生徒会
執行部の活動、
部活動を生徒主
体で進めること
ができたか。 

 
 
 
④部活動の加入率
を高め、継続率
80％以上であっ
たか。 

     

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりに
よりよい進路を実
現させるため、進
路に関する知見を
広め、自己の将来
を洞察することが
できる進路指導を
展開する。 
 
 

①生徒の進路希望実

現に向けて、学

校・家庭が一体と

なった進路指導体

制の充実を目指

す。 

 

 

 

①教員のガイダンス

力を高める研修会

を実施するととも

に、保護者等が進

路に関する情報を

より多く収集でき

るような説明会を

開催する。 

 

①今日の進学や就

職の状況やポイ

ントについて情

報を発信および

共有し、よりよ

い進路指導につ

なげることがで

きたか。 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 ② ICTを利活用しな

がら、生徒の学力

向上に向けての支

援を行う。 

②１・２年次生につ

いては全員年３回

の模試を契機に学

力や学習習慣を改

善させる。３年次

生については外部

模試の受験を積極

的に促し、進路選

択の幅を広げさせ

る。 

 

②教育支援システ

ムを活用し年３

回の模試の分析

結果を生徒に提

示することで改

善を図ることが

できたか。延べ

20名以上の３年

次生が外部模試

を受験し、その

結果を進路選択

に活かせたか。 

４ 地域等との協働 

地域の教育力を活
用し、実践教育を
推進する。また、
本校の教育活動を
積極的に発信し、
相互理解を深める
中で地域に貢献す
る。 

 

 

 

 

①新型コロナウイル
ス感染症との共存
の中、地域との連
携・交流の可能な
場面を模索し、相
互に有益な協働を
実現する。 

②日々の学校生活に
表れている本校の
魅力と特色を分か
りやすく発信する
ことで、地域から
の信頼を得られる
ようにする。 

①感染症対策を徹底
した上で、地域の
ボランティア活動
等に生徒が安心し
て参加できる環境
づくりを行う。 

 
②対面での情報発信
が難しい中、ホー
ムページの更新回
数を増やし、新し
い情報を具体的視
覚的に発信する。 

①地域との交流を
経験した生徒の
７割以上が達成
感を覚え、自分
の成長を感じる
ことができた
か。 

②学校説明会や学
校見学会での情
報発信と、ほぼ
同量同質の情報
をホームページ
から発信するこ
とができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

① 学 校 施 設 の 整
備、美化活動の
推 進 等 を 通 じ
て、優れた教育
環境と防災体制
を構築する。 

 
 
 
②三ツ境養護学校
分教室の受入れ
を完成し、本校
の教育活動との
融合を図り、イ
ンクルーシブ教
育をすすめる。 

③事故･不祥事を起
こさない職場づ
く り を す す め
る。 

 
④教職員の働き方
を見直し、休暇
取 得 率 を あ げ
る。 

①感染症対策を継続
し、家庭を含めた
学校の衛生管理体
制と防災体制を確
立する。 

 
 
 
 
②本校の教育活動と
の融合計画を策定
し、インクルーシ
ブ教育の実践に備
える 

 
 
③常に当時者意識を
持ち、不祥事をゼ
ロとする職場づく
りを行う。 

 
④休暇の取得日数の
増加と超過勤務時
間の減少を目指
す。 

①清掃活動・消毒作
業の徹底を継続す
るとともに、 PTA
と連携して、家庭
での感染対策の向
上を図る。 

 危機管理マニュア
ルを策定する。 

 
②ワーキンググルー
プを中心に融合計
画を策定する。 

 
 
 
 
③不祥事防止研修や
事例紹介を継続す
るとともにセルフ
チェックを徹底す
る。 

④衛生委員会を活用
して、休暇取得状
況及び超過勤務時
間集計をチェック
して、職員に啓発
する。 

①衛生管理体制を
向上させ、感染
者数を昨年度よ
り減少させるこ
とができたか。 

 危機管理マニュ
アルを完成・周
知することがで
きたか。 

②融合計画を策定
し、インクルー
シブ教育の実践
に備える研修を
実施できたか。 

 
 

③当時者意識の高
い職場をつく
り、不祥事ゼロ
を達成できた
か。 

④昨年比で休暇の
取得日数は増え
たか。超過勤務
時間の平均は減
少したか。 

     

 


